
※資料に掲載している画像類はイメージです。

～誰もが笑顔で暮らせる、
愛すべきふるさと小田原～

小田原市当初予算の概要

令和８(2026)年度



予算総額 2,148億7,853万1千円
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３

「第７次小田原市総合計画第１期実行計画（令和８～10年度）」のスタート

「小田原市基本構想」で掲げた将来都市像「誰もが笑顔で暮らせる、愛すべきふるさと小田原」やまちづくりの理念・目標の

実現に向け、その実践を強力に推進していくため、本市のまちづくりにおける今後の戦略やビジョンを明確化するとともに、具

体的な取組などを体系的に整理した「第７次小田原市総合計画第１期実行計画」が令和８（2026）年度からスタートします。

なお、本計画では、まちづくりの目標の達成に向けて、市民や地域団体、企業など多様な主体との連携による協働の実践を

「協働プロジェクト」とし、取組を進めていきます。

誰もが笑顔で暮らせる、愛すべきふるさと小田原

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

地
域
福
祉

高
齢
者
福
祉

障
が
い
福
祉

健
康
づ
く
り

こ
ど
も
・
子
育
て
支
援

地
域
医
療

消
防
・
救
急

多
様
性

自
然
共
生

生
活
環
境

脱
炭
素

子
育
ち

学
校
教
育

生
涯
学
習

市
民
活
動
・
地
域
活
動

地
域
経
済

農
林
業

水
産
業

観
光
文
化
歴
史
資
産

ス
ポ
ー
ツ

防
災
・
減
災

安
全
・
安
心

都
市
基
盤

生
活
空
間

上
下
水
道

行
政
経
営

デ
ジ
タ
ル
化

30

多
様
な
主
体
と
の
連
携

未来を拓く人が育ち、
地域の絆が結ばれる

小田原

安心して
暮らすことができる

小田原

自然環境の恵みが
あふれる小田原

いのちを大切にする
小田原

地域経済が好循環し、
多彩な資源が花開く

小田原

課
題
を
乗
り
越
え

自
ら
未
来
を
切
り
拓
く

人
が
育
つ
ま
ち

暮
ら
し
や
す
く

快
適
に
住
み
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
ま
ち

将
来
に
わ
た
り

自
然
環
境
の
恵
み

が
あ
ふ
れ
、

暮
ら
し
や
営
み
と

調
和
す
る
ま
ち

市
民
一
人
ひ
と
り
が

尊
重
さ
れ
、

誰
も
が
自
分
ら
し
く

生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち

豊
か
な
資
源
の

基
に
産
業
が
育
ち
、

地
域
経
済
の
好
循
環
が

生
ま
れ
る
ま
ち

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
絆
が
結
ば
れ
、

地
域
の
個
性
が

発
揮
で
き
る
ま
ち

市
民
の
思
い
や

願
い
が
実
現
さ
れ
る
、

確
か
な
行
政
運
営
基
盤

を
備
え
た
ま
ち

多
彩
な
文
化
が
息
づ
き
、

市
民
が
誇
り
と
愛
着

を
持
て
る
ま
ち

将来都市像

まちづくりの目標

まちの姿

30の施策



4

令和８（2026）年度予算の特徴

将来都市像「誰もが笑顔で暮らせる、愛すべきふるさと小田原」の実現に向け、５つのまちづくりの目標に沿った取

組の推進に主眼を置き、当初予算（案）を編成しました。また、物価高騰の影響を受けた市民や事業者への支援につい

ても取り組んでいきます。

〇市立小中学校給食費負担軽減（物価高騰分）

〇民間保育所等・公立保育所等副食費保護者負担軽減（物価高騰分）

〇相乗りタクシー「おだタク」、地域公共交通確保維持費補助金

物価高騰に対する支援

〇地域福祉活動支援委託料(５頁)

〇加齢性難聴者への補聴器購入費助成事業(５頁)

〇がん患者ウィッグ購入費助成事業(６頁)

〇妊婦健康診査費用助成事業費

〇１か月児健康診査事業費、

５歳児健康診査実施検討事業費(６頁)

〇物価高騰対応生活支援給付金（5,000円/人）（※1月補正）

〇低所得高齢者・障がい者世帯へのエアコン購入費等助成（※3月補正）

〇タクシー・路線バス共通助成券「おだチケ」（※3月補正） など

新規

いのちを大切にする小田原 自然環境の恵みがあふれる小田原
未来を拓く人が育ち、
地域の絆が結ばれる小田原

地域経済が好循環し、
多彩な資源が花開く小田原

安心して暮らすことができる小田原

〇環境再生プロジェクト推進事業（７頁）

〇ネイチャーポジティブ推進事業

〇脱炭素先行地域づくり事業、重点対策加速化事業

〇小田原市・足柄下地区ごみ処理広域化推進事業

〇森林現況調査・利用区分検討委託料（７頁）

〇エディブル・スクールヤード推進事業費(８頁)

〇保育士奨学金返済補助金、公立保育所主食提供

事業費(８頁)

〇教育行政法務アドバイザリー事業費(９頁)

〇市立小中学校給食費負担軽減事業費
（小学校：給食費無償化、中学校：給食費減額) (９頁)

〇自校炊飯校拡大事業費

〇市立小中学校屋内運動場空調設備設置委託料

（小中学校各2校先行導入）（※3月補正）

〇地域支援型農業体制構築事業費

〇海上交通実証調査委託料(10頁)

〇KOUGEI EXPO出展事業費・負担金(10頁)

〇大河ドラマ活用委託料、（仮称）富野由悠季

展覧会実行委員会負担金(11頁)

〇山車等修繕費補助金(11頁)

〇広報小田原デジタル版作成委託料(12頁)

〇建築物耐震化促進補助金（グレーゾーン・

リバースモーゲージ）(12頁)

〇川端跨線橋耐震基礎調査委託料(13頁)

〇都市空間デザイン事業

〇鉄道駅舎バリアフリー施設整備費補助金(13頁)

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規



ケアタウン推進事業

地域福祉活動支援委託料 加齢性難聴者への補聴器購入費助成事業
960千円

・少子高齢化や生活様式の変化等により「共助」の環境

が厳しさを増す状況を踏まえ、新たに地域福祉活動支

援員を配置します。

・地域福祉活動支援員は、既存の相談支援業務の担当者

や市職員との連携のもと、各地区の支え合いや交流の

活動の持続的な展開や充実、新たな活動の立ち上げな

どを支援します。

（予算書129頁・福祉政策課）

・高齢者の日常生活の質の向上や社会参加の持続を支援し認

知症予防を図るため、補聴器相談医がいる医療機関で加齢

性難聴の診断を受けた65歳以上の高齢者が補聴器を購入し、

購入後に補聴器適合検査施設で装用訓練を受けた場合に、

補聴器購入額の１／２（６万円を上限）を助成します。

（予算書133頁・健康づくり課）

5

令和８（2026）年度予算の特徴

いのちを大切にする小田原

新 規

令和８年度の取組概要 令和８年度の取組概要

新 規



がん患者ウィッグ購入費助成事業
900千円

乳幼児健康診査事業

１か月児健康診査事業費 5,725千円
５歳児健康診査実施検討事業費 433千円

・がん治療による脱毛などの外見の変化で生じる不安を

軽減し、安心して治療を続けながら自分らしい生活を

送れるよう、医療用ウィッグの購入に対し、上限を３

万円としてその費用の一部を助成します。購入額が３

万円に満たない場合は、実際に購入した額を助成しま

す。

（予算書143頁・健康づくり課）

・全額自費負担であった１か月児健康診査について、令和８

年度から、6,000 円を上限に助成することにより、経済的

負担を軽減し、安心して子育てができるよう支援します。

・こどもの特性を早期に発見し、小学校への円滑な移行につ

なげるため、５歳児健康診査の令和９年度の実施に向けて、

令和８年度は医師等との検討会や健診従事者を対象とした

研修会を行います。

（予算書145頁・子ども若者支援課）

6

令和８（2026）年度予算の特徴

いのちを大切にする小田原

新 規

令和８年度の取組概要

新 規

令和８年度の取組概要



環境再生プロジェクト推進事業 450千円
森林整備事業

森林現況調査・利用区分検討委託料

・本市の豊かな自然環境や地域資源を継承するため、遊

休空間の環境保全と活用を多様な主体と協働で行う環

境再生に取り組みます。

・令和８年度～令和９年度を実証期間と位置付け、モデ

ル地域を選定し、多様な主体を増やす方策の検討や、

持続可能な運営体制のあり方を検討します。

（予算書147頁・環境政策課）

・令和９年度からの神奈川県次期水源施策の実施にあたり、

森林の現況を把握し、今後の森林整備の方向性を定めるた

め、県が実施した航空レーザ計測の成果を活用し、森林の

現況調査、過去の施業履歴の整理及び森林利用区分（ゾー

ニング）の検討を行います。

（予算書159頁・農政課）

7

令和８（2026）年度予算の特徴

自然環境の恵みがあふれる小田原

新 規

令和８年度の取組概要 令和８年度の取組概要

新 規



地域コミュニティ推進事業

エディブル・スクールヤード推進事業費
2,873千円

民間就学前教育・保育施設支援事業

保育士奨学金返済補助金 1,400千円
公立就学前教育・保育施設管理運営事業

公立保育所主食提供事業費 19,008千円

・小田原版エディブル・スクールヤード（ESY）を「こ

どもたちが学び育つ居場所」と捉え、地域における次

世代の関わりしろ創出に向けた実践として、実践現場

の支援や小田原版ESYの情報発信等を行い、農と食を

介した多様な主体が関わる多世代交流の場として展開

していきます。

（予算書125頁・地域政策課）

・奨学金を利用して保育士資格を取得し、市内民間保育所等

に就職した者に対し、奨学金返済額の一部を補助します

（年20 万円以内）。返済支援を行うことにより、保育人

材の確保及び定着を図ります。

・公立保育所５園における３歳児～５歳児の給食は、副食の

み提供し、主食は各家庭が持参していることから、保護者

負担軽減のため、公立保育所５園での主食提供を開始しま

す。

（予算書139頁・保育課）

8

令和８（2026）年度予算の特徴

未来を拓く人が育ち、地域の絆が結ばれる小田原

新 規 新 規

令和８年度の取組概要 令和８年度の取組概要



教職員人事・服務・健康管理事業

教育行政法務アドバイザリー事業費
学校給食事業

市立小学校給食費負担軽減事業費
（給食費無償化） 512,710千円

市立中学校給食費負担軽減事業費
（給食費減額) 170,574千円

・学校現場で発生する日々のトラブルや法的問題につい

て、教育行政を専門とする弁護士に助言を仰ぎ、早期

解決や予防を図ります。

（予算書183頁・教育指導課）

・市立小学校においては、国の制度である学校給食費の抜本

的な負担軽減に加え、国の基準額を超える部分（物価高騰

による給食材料費の増加分）についても補てんを行うこと

により、無償化を実施します。

・市立中学校においては、子育て支援策の一環として給食材

料費の一部（令和7年度の給食費保護者負担額に対する1/3

相当分及び物価高騰による給食材料費の増加分）を市費に

より補てんし、保護者の負担軽減を図ります。

（予算書185頁・保健給食課）

9

令和８（2026）年度予算の特徴

未来を拓く人が育ち、地域の絆が結ばれる小田原

新 規 新 規

令和８年度の取組概要 令和８年度の取組概要



小田原漁港にぎわい創出事業

海上交通実証調査委託料

伝統工芸品産業産地組合助成事業

伝統的工芸品月間国民会議
全国大会出展事業費 1,000千円
伝統的工芸品月間国民会議
全国大会負担金 4,000千円

・「漁港」という特色を生かし、海を利用した回遊性向

上を図るために取り組む「漁船を活用したクルーズ事

業」の採算性を見極めるため、魅力的な航路や実施の

時期、利用者確保のためのコンテンツ等、実現の可能

性を調査します。

（予算書161頁・水産海浜課）

・令和８年11月に神奈川県で開催される伝統的工芸品月間国

民会議全国大会（KOUGEI EXPO）で、小田原が誇るもの

づくりを発信するとともに、開催費の一部を負担します。

（予算書163頁・産業政策課）

10

令和８（2026）年度予算の特徴

地域経済が好循環し、多彩な資源が花開く小田原

新 規 新 規

令和８年度の取組概要 令和８年度の取組概要



観光PR事業

大河ドラマ活用委託料

（仮称）富野由悠季展覧会実行委員会

負担金 13,000千円

文化財保存修理等助成事業

山車等修繕費補助金 1,000千円

・「北条五代」大河ドラマの実現に向けた取組の一環として、

2026 年の大河ドラマ『豊臣兄弟！』（ＮＨＫ）の関係者を

招いて、歴史的背景等をテーマとしたトークショーを開催

します。

・市内事業者と連携して、『機動戦士ガンダム』の生みの親

である富野由悠季監督が小田原で過ごした時期に描いた絵

画や、アニメ作品の制作過程で描いた関連資料などを、小

田原城天守閣及び小田原三の丸ホールにて展示する展覧会

を開催することで、国内外からの誘客を促進します。

（予算書165頁・観光課）

・古くから地域に根差した祭礼文化の保存継承を支援するた

め、自治会や保存会が所有する山車、神輿（寺社所有は除

く）の修繕費用の一部を補助します。

（予算書193頁・文化財課）

11

令和８（2026）年度予算の特徴

地域経済が好循環し、多彩な資源が花開く小田原

新 規 新 規

令和８年度の取組概要 令和８年度の取組概要



広報紙発刊事業

広報小田原デジタル版作成委託料
建築物耐震化促進事業

建築物耐震化促進補助金（グレーゾーン）

1,600千円
建築物耐震化促進補助金（リバースモーゲージ）

500千円

・スマートフォン等での視認に適したデジタル版の広報

紙を市ホームページに掲載し、発行日に誰もが閲覧で

きるようにします。

（予算書109頁・広報広報室）

・2000年基準を満たさない新耐震木造住宅（グレーゾーン）

の耐震性能を検証するための耐震診断等に係る補助を新設

します。

・高齢者が所有している旧耐震基準の木造住宅に対して、リ

バースモーゲージ型住宅ローンを活用した耐震改修の補助

制度を新設します。

（予算書167頁・建築指導課）

12

令和８（2026）年度予算の特徴

安心して暮らすことができる小田原

新 規 新 規

令和８年度の取組概要 令和８年度の取組概要



橋りょう維持修繕事業

川端跨線橋耐震基礎調査委託料
鉄道利用環境改善等事業

鉄道駅舎バリアフリー施設整備費補助金
33,332千円

・田島地区と高田・別堀地区を結ぶ川端跨線橋及び寺横

跨線橋は老朽化が進んでいるため、橋の状態や利用状

況、今後の維持管理などを踏まえ、川端跨線橋を修繕

し、寺横跨線橋を撤去する集約・撤去事業に取り組み、

令和８年度は、川端跨線橋の耐震補強に係る基礎調査

を実施します。

（予算書171頁・道水路整備課）

・鉄道事業者と行政が連携し、鉄道の輸送力増強や利便性向

上等環境改善に資する事業を推進し、誰もが移動しやすい

環境を創出するため、令和８年度は、箱根板橋駅のバリア

フリー化に必要な経費の一部を補助します。

（予算書175頁・地域交通課）

13

令和８（2026）年度予算の特徴

安心して暮らすことができる小田原

新 規

令和８年度の取組概要

新 規

令和８年度の取組概要
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主な事業一覧（令和8年度予算）

事業 名等 内 容
金額
（千円）

予算書
頁 問い合わせ

いのちを大切にする小田原

1
平和施策推進事業

平和を創るワークショップ事業費

憎しみや争いを作らず、お互いが認め合う「平和を創る」生き方につ
いて、平和講座の開催等の身近な題材をとおして世代を超えて考える
機会を創出します。

新規 355 105 総 務 課
3 3 - 1 2 9 1

2
ケアタウン推進事業

ケアタウン懇談会開催事業費

地域における福祉活動の現状と課題を共有し、今後の促進・支援のあ
り方などについて意見を聴取するため、活動に携わる方々を招いてケ
アタウン懇談会を開催します。

新規 60 129 福 祉 政 策 課
3 3 - 1 8 6 3

3
ケアタウン推進事業

地域福祉活動支援委託料

新たに地域福祉活動支援員を配置し、既存の相談支援業務の担当者や
市職員との連携のもと、各地区の支え合いや交流の活動の持続的な展
開や充実、新たな活動の立ち上げなどを支援します。

新規 － 129 福 祉 政 策 課
3 3 - 1 8 6 3

4
加齢性難聴者への補聴器購入費
助成事業

高齢者の日常生活の質の向上や社会参加の持続を支援し、認知症予防
を図るため、補聴器購入費用の一部を助成します。

新規 960 133 健康づ く り課
4 7 - 4 7 2 1

5

地域子育て活動促進事業

地域こども・子育て懇談会開催
事業費

子育て支援活動に造詣が深い方をアドバイザーに招き、地域で活動し
ている子育て支援団体や子育て当事者などが集まり、意見交換を行う
懇談会を開催します。

新規 60 137 子育て政策課
3 3 - 1 8 7 4

6
母子家庭等自立支援事業

ひとり親家庭学び直し支援事業費

より良い条件での就職や転職に向けた可能性を広げ、正規雇用を中心
とした就業につなげていくため、ひとり親家庭の親及び児童が、高等
学校卒業程度認定試験の合格を目指す講座を受講する場合に、その費
用の一部を支給します。

新規 100 139 子育て政策課
3 3 - 1 8 7 4

7 がん患者ウィッグ購入費助成事業
がん治療による脱毛などの外見の変化で生じる不安を軽減し、安心し
て治療を続けながら自分らしい生活を送れるよう、医療用ウィッグを
購入をした場合に、その費用の一部を助成します。

新規 900 143 健康づ く り課
4 7 - 4 7 2 3

8
健康増進環境の質向上に向けた
医療・地域連携モデル共創事業

医師会・大学と連携し、市内の協力民間運動施設における運動療法の
検証を通じ、実施施設の拡大に向けた検討を行います。

新規 600 143 健康づ く り課
4 7 - 0 8 2 8

※新規事業を中心に主な事業を抽出し、予算書掲載順に掲載しています。
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事 業 名 等 内 容
金額
（千円）

予算書
頁 問い合わせ

9
妊婦・産婦支援事業

妊婦健康診査費用助成事業費
妊婦健康診査費用助成の拡充により、健康診査受診に係る経済的負担
を軽減し、安心して出産できるよう支援します。

拡充 97,628 145
子ども若者支援課

4 6 - 7 0 2 5

10
乳幼児健康診査事業

1か月児健康診査事業費
１か月児健康診査の費用の一部を助成することにより、経済的負担を
軽減し、安心して子育てができるよう支援します。

新規 5,725 145
子ども若者支援課

4 6 - 7 0 2 5

11
乳幼児健康診査事業

5歳児健康診査実施検討事業費
令和９年度の５歳児健康診査の実施に向け、令和８年度は関係機関と
の調整等を行います。

新規 433 145
子ども若者支援課

4 6 - 7 0 2 5

12
病院事業会計

新病院建設事業

令和８年５月の小田原市立総合医療センターの開院に向けて、引き続
き医療機器等を整備するほか、令和10年度のグランドオープンに向け、
現病院の解体や立体駐車場等の整備（２期工事）の準備を進めます。

継続 8,027,093
487
495

病院再整備課
3 4 - 3 1 7 5

自然環境の恵みがあふれる小田原

1 環境再生プロジェクト推進事業

本市の豊かな自然環境や地域資源を継承するため、遊休空間の環境保
全と活用を多様な主体と協働で行う環境再生に取り組むため、モデル
地域を選定し、実証事業を行い、多様な主体を増やす方策の検討や、
持続可能な運営体制のあり方を検討します。

新規 450 147
環 境 政 策 課
3 3 - 1 4 7 1

2 ネイチャーポジティブ推進事業

生物多様性の損失を食い止めるべく、市としてネイチャーポジティブ
宣言を行い、日本自然保護協会の自治体認証を受けるとともに、生物
多様性の価値を見える化する取組を進めるため、令和８年度は曽比・
栢山地区を対象に生物相調査を行います。

継続 2,456 147 環 境 保 護 課
3 3 - 1 4 8 1

3 脱炭素先行地域づくり事業

地域脱炭素移行・再エネ推進交付金を活用し、脱炭素先行地域として
選定された本市事業を引き続き実施することで、市内の民間施設に係
る省エネ・再エネ設備の導入を促進するなど、脱炭素の推進を図りま
す。

継続 382,500 149
ゼロカーボン
推 進 課
3 3 - 1 4 2 6

4 重点対策加速化事業
地域脱炭素移行・再エネ推進交付金を活用し、太陽光発電設備の更な
る普及による再生可能エネルギーの利用拡大等を図るため、これら設
備導入に対し、その費用の一部を補助します。

継続 297,515 149
ゼロカーボン
推 進 課
3 3 - 1 4 2 6

主な事業一覧（令和8年度予算）
※新規事業を中心に主な事業を抽出し、予算書掲載順に掲載しています。
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事 業 名 等 内 容
金額
（千円）

予算書
頁 問い合わせ

5 生ごみ減量・資源化推進事業
家庭での生ごみ減量・堆肥化の取組をさらに推進するため、ミニ・キ
エーロ（小型の生ごみ処理容器）について、製作講習会などを実施し、
普及促進を図ります。

拡充 1,672 149 環境政策課
3 3 - 1 4 7 1

6
小田原市・足柄下地区ごみ処理
広域化推進事業

小田原市・足柄下地区ごみ処理広域化協議会の円滑な運営を図るとと
もに、ごみ処理広域化（１市３町の１系統化）に向けた検討業務を行
います。令和８年度は基本構想に基づき、広域ごみ処理施設の候補地
選定に係る調査等を進めます。

継続 7,695 149 環境政策課
3 3 - 1 4 7 1

7
森林整備事業

森林現況調査・利用区分検討委託料

令和９年度からの神奈川県次期水源施策の実施にあたり、森林の現況
を把握し、今後の森林整備の方向性を定めるため、県が実施した航空
レーザ計測の成果を活用し、森林の現況調査、過去の施業履歴の整理
及び森林利用区分（ゾーニング）の検討を行います。

新規 － 159 農 政 課
3 3 - 1 4 9 4

8
森林整備事業

自伐型林業導入準備事業費

令和７年度の自伐型林業導入可能性調査業務の結果を踏まえ、自伐型
林業導入に向けて、林業事業体・森林所有者等への普及啓発や事業候
補地の選定等の現地調査を行います。

継続 1,420 159 農 政 課
3 3 - 1 4 9 4

未来を拓く人が育ち、地域の絆が結ばれる小田原

1

地域コミュニティ推進事業

エディブル・スクールヤード
推進事業費

人と地域のつながり創出や新たな人材の発掘により、地域活動の裾野
を広げていくため、農と食を介した多世代交流の場を創出するエディ
ブル・スクールヤードの取組を推進します。

新規 2,873 125 地域政策課
3 3 - 1 3 8 9

2
地域コミュニティ推進事業

次世代の関わりしろ創出事業費

地域活動の実践者等との懇談会の開催や異なる地域特性を持つ東京都
品川区と長野県飯田市との３自治体連携を通じて、次世代が関わりや
すい環境づくりを実践的に進めていきます。

新規 395 125 地域政策課
3 3 - 1 3 8 9

3
民間就学前教育・保育施設支援事業

保育士奨学金返済補助金

奨学金を利用して保育士の資格を取得し、市内民間保育所等に就職し
た者に対し、奨学金返済額の一部を補助し、保育人材の確保及び定着
を図ります。

新規 1,400 139 保 育 課
3 3 - 1 4 5 1

4
公立就学前教育・保育施設管理運営事業

公立保育所主食提供事業費
保護者負担の軽減を図るため、３歳以上の児童への主食の提供を開始
します。

新規 19,008 139 保 育 課
3 3 - 1 4 5 1

主な事業一覧（令和8年度予算）
※新規事業を中心に主な事業を抽出し、予算書掲載順に掲載しています。
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事 業 名 等 内 容
金額
（千円）

予算書
頁 問い合わせ

5

教職員人事・服務・健康管理事業

教育行政法務アドバイザリー
事業費

学校現場で発生する日々のトラブルや法的問題について、教育行政を
専門とする弁護士に助言を仰ぎ、早期解決や予防を図ります。

新規 － 183 教育指導課
3 3 - 1 6 8 2

6
教職員人事・服務・健康管理事業

通話録音装置設置委託料

教職員の働き方改革に資する取組として、電話内容を正確に把握し、
迅速かつ適切な対応を可能にするため、小中学校の電話に通話録音装
置を導入します。

新規 － 183 教育指導課
3 3 - 1 6 8 2

7
学校給食事業

学校給食のあり方検討事業費

「小田原市学校給食のあり方検討委員会」を設置し、給食の実施方式
や今後の調理施設整備の方向性等、今後の学校給食全体のあり方につ
いて検討します。

新規 75 185 保健給食課
3 3 - 1 6 9 1

8
学校給食事業

市立小学校給食費負担軽減事業費

国の制度である学校給食費の抜本的な負担軽減に加え、国の基準額を

超える部分（物価高騰による給食材料費の増加分）についても補てん

を行うことにより、無償化を実施します。

新規 512,710 185 保健給食課
3 3 - 1 6 9 1

9
学校給食事業

市立中学校給食費負担軽減事業費

子育て支援策の一環として給食材料費の一部（令和7年度の給食費保護
者負担額に対する1/3相当分及び物価高騰による給食材料費の増加分）
を市費により補てんし、保護者の負担軽減を図ります。

新規 170,574 185 保健給食課
3 3 - 1 6 9 1

10
学校給食事業

地場産物活用推進事業費

学校給食に練り製品や干物、梅干し等を使った小田原献立を実施する
ほか、市内産の農産物や水産物を利用し、地場産物の活用を推進しま
す。

継続 7,000 185 保健給食課
3 3 - 1 6 9 1

11
小学校給食事業

自校炊飯校拡大事業費
地元産米を活用する自校炊飯校を拡大することにより、地産地消を推
進します。

拡充 2,795 187 保健給食課
3 3 - 1 6 9 1

12
若者活躍応援事業

若者活躍応援講座開催事業費

若者同士のワークショップなどを含めた講座を連続して開催し、参加
者同士の仲間づくりを進めるとともに、地域において活躍できる人材
の育成につなげます。

新規 90 193 青 少 年 課
3 3 - 1 7 2 4

主な事業一覧（令和8年度予算）
※新規事業を中心に主な事業を抽出し、予算書掲載順に掲載しています。
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事 業 名 等 内 容
金額
（千円）

予算書
頁 問い合わせ

地域経済が好循環し、多彩な資源が花開く小田原

1
農業の多様な担い手育成支援事業

地域支援型農業体制構築事業費

持続可能な農業の実現を目指すため、地域の消費者が農業の実情を知
り、農業を支えていく意識の醸成を行う等、地域が一体となって農業
を支えるコミュニティ体制の構築を図ります。

継続 2,000 155 農 政 課
3 3 - 1 4 9 4

2

地域産木材利用拡大事業

地域産木材ＰＲパンフレット制作
委託料

地域産木材の対外発信を強化し、需要創出や販路拡大を図るため、本
市の森林・林業・木材産業の概要、木材利用の意義、これまでの木づ
かいの特色・取組事例等をまとめた冊子を制作します。

新規 － 159 農 政 課
3 3 - 1 4 9 4

3
水産資源保護事業

漁場改良造成事業費補助金
片浦地域の磯場での藻場造成を目的とした試験的な新たな手法による
取組に対し、費用の一部を補助します。

新規 200 161 水 産 海 浜 課
2 2 - 9 2 2 7

4
小田原漁港にぎわい創出事業

海上交通実証調査委託料
市の事業として「漁船を活用したクルーズ事業」の採算性を見極める
ため、令和８年度は実現の可能性を調査します。

新規 － 161 水 産 海 浜 課
2 2 - 9 2 2 7

5

伝統工芸品産業産地組合助成事業

伝統的工芸品月間国民会議
全国大会出展事業費

令和８年11月に神奈川県で開催される伝統的工芸品月間国民会議全国
大会（KOUGEI EXPO）で、小田原が誇るものづくりを発信します。

新規 1,000 163 産 業 政 策 課
3 3 - 1 5 1 5

6

伝統工芸品産業産地組合助成事業

伝統的工芸品月間国民会議
全国大会負担金

令和８年11月に神奈川県で開催される伝統的工芸品月間国民会議全国
大会（KOUGEI EXPO）の開催費の一部を負担します。

新規 4,000 163 産 業 政 策 課
3 3 - 1 5 1 5

7
観光PR事業

大河ドラマ活用委託料

「北条五代」大河ドラマの実現に向けた取組の一環として、2026 年の
大河ドラマ『豊臣兄弟！』（ＮＨＫ）関係者によるトークショーを実
施します。

新規 － 165
観 光 課
3 3 - 1 5 2 1

8
観光PR事業

インバウンド誘客委託料

外国人観光客等を小田原城や街なかへ誘導するため、鉄道事業者と連
携して、臨時観光案内所の設置や荷物一時預かりサービスを試行的に
実施します。

新規 － 165 観 光 課
3 3 - 1 5 2 1

主な事業一覧（令和8年度予算）
※新規事業を中心に主な事業を抽出し、予算書掲載順に掲載しています。
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事 業 名 等 内 容
金額
（千円）

予算書
頁 問い合わせ

9

観光PR事業

（仮称）富野由悠季展覧会
実行委員会負担金

公民連携による富野監督作品の展覧会などを開催して、国内外からの
誘客を促し、地域経済の活性化と好循環につなげます。

新規 13,000 165 観 光 課
3 3 - 1 5 2 1

10 健やかな食のまち小田原推進事業

市民や食にまつわる事業者の参画と協働により、「市民の食生活の充
実」と「食によるまちの活性化」に取り組み、地産地消や食育の推進
のほか、一次産業をはじめとした食にまつわる地域内事業者の育成や
観光客の増加などにつなげて、地域経済の振興を図ります。

継続 16,500 165 観 光 課
3 3 - 1 5 2 1

11
文化財保存修理等助成事業

山車等修繕費補助金

古くから地域に根差した祭礼文化の保存継承を支援するため、自治会
や保存会が所有する山車、神輿（寺社所有は除く）の修繕費用の一部
を補助します。

新規 1,000 193 文 化 財 課
3 3 - 1 7 1 7

安心して暮らすことができる小田原

1
広報紙発刊事業

広報小田原デジタル版作成委託料
スマートフォン等での視認に適したデジタル版の広報紙を市ホーム
ページに掲載し、発行日に誰もが閲覧できるようにします。

新規 － 109 広 報 広 聴 室
3 3 - 1 2 6 1

2

建築物耐震化促進事業

建築物耐震化促進補助金
（グレーゾーン）

2000年基準を満たさない新耐震木造住宅（グレーゾーン）の耐震性能
を検証するための耐震診断等に係る補助を新設します。

新規 1,600 167 建 築 指 導 課
3 3 - 1 4 3 4

3

建築物耐震化促進事業

建築物耐震化促進補助金
（リバースモーゲージ）

高齢者が所有している旧耐震基準の木造住宅に対して、リバースモー
ゲージ型住宅ローンを活用した耐震改修の補助制度を新設します。

新規 500 167 建 築 指 導 課
3 3 - 1 4 3 4

4
橋りょう維持修繕事業

川端跨線橋耐震基礎調査委託料

川端跨線橋及び寺横跨線橋は老朽化が進んでいるため、川端跨線橋を
修繕し、寺横跨線橋を撤去する集約・撤去事業に取り組み、令和８年
度は、川端跨線橋の耐震補強に係る基礎調査を実施します。

新規 － 171
道水路整備課
3 3 - 1 6 4 8

5 都市空間デザイン事業
公・民・学が連携するUDCOD（アーバンデザインセンター小田原）が、
旧ハローワークの前庭を取組拠点として活用するための整備等を行い
ます。

拡充 16,692 173 都 市 政 策 課
3 3 - 1 2 3 0

主な事業一覧（令和8年度予算）
※新規事業を中心に主な事業を抽出し、予算書掲載順に掲載しています。
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新規事業 37件

主な事業一覧（令和8年度予算）

事 業 名 等 内 容
金額
（千円）

予算書
頁 問い合わせ

6

路線バス等移動手段確保維持対策事業

ＡＩオンデマンド交通事業者
選定事業費

ＡＩオンデマンド交通の実証運行開始に向けて、交通政策の専門家の
助言を受け、事業者を選定します。

新規 124 175 地 域 交 通 課
3 3 - 1 5 0 8

7
路線バス等移動手段確保維持対策事業

相乗りタクシー運行委託料
片浦地区での相乗りタクシー（おだタク）を実証事業から本格運行に
切り替えます。

継続 － 175
地 域 交 通 課
3 3 - 1 5 0 8

8

鉄道利用環境改善等事業

鉄道駅舎バリアフリー施設
整備費補助金

鉄道事業者と行政が連携し、鉄道の輸送力増強や利便性向上等環境改
善に資する事業を推進し、誰もが移動しやすい環境を創出するため、
令和８年度は、箱根板橋駅のバリアフリー化に必要な経費の一部を補
助します。

新規 33,332 175
地 域 交 通 課
3 3 - 1 5 0 8

※新規事業を中心に主な事業を抽出し、予算書掲載順に掲載しています。
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＜基礎資料＞一般会計予算

区 分
令和８(2026)年度 令和７(2025)年度 比 較

当初予算額（千円） 構成比(%) 当初予算額（千円） 構成比(%) 増減額（千円） 伸率(%)

市 税 34,297,000 43.31 33,189,000 42.12 1,108,000 3.34

うち個人市民税 13,120,838 16.57 12,221,235 15.51 899,603 7.36

うち法人市民税 1,836,387 2.32 1,873,387 2.38 △ 37,000 △ 1.98

うち固定資産税 15,563,291 19.65 15,262,240 19.37 301,051 1.97

うち市たばこ税 1,343,920 1.70 1,391,874 1.77 △ 47,954 △ 3.45

うち都市計画税 1,926,090 2.43 1,909,009 2.42 17,081 0.89

地方消費税交付金 5,600,000 7.07 4,900,000 6.22 700,000 14.29

地方交付税 4,280,000 5.40 4,600,000 5.84 △ 320,000 △ 6.96

国庫支出金 16,703,326 21.09 16,560,122 21.02 143,204 0.86

県支出金 6,184,052 7.81 5,866,203 7.44 317,849 5.42

寄附金 1,511,005 1.91 1,506,005 1.91 5,000 0.33

繰 入金 1,135,583 1.43 1,757,696 2.23 △ 622,113 △ 35.39

うち財政調整基金繰入金 1,000,000 1.26 1,600,000 2.03 △ 600,000 △ 37.50

繰 越金 300,000 0.38 300,000 0.38 － －

競輪事業収入 250,000 0.32 250,000 0.32 － －

市 債 2,355,200 2.97 3,348,500 4.25 △ 993,300 △ 29.66

うち臨時財政対策債 － － － － － －

そ の 他 6,583,834 8.31 6,522,474 8.27 61,360 0.94

合 計 79,200,000 100.00 78,800,000 100.00 400,000 0.51

（１）歳入 財源別内訳比較表
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＜基礎資料＞一般会計予算

（２）歳入の内訳

＜依存財源＞

計 ３７６億８千万円（47.57％）

地方消費税交付金

５６億円（ 7.07％）

地方交付税

４２億８千万円（ 5.40％）

国庫支出金

１６７億円（21.09％）

県支出金

６１億８千万円（ 7.81％）

市 債

２３億６千万円（ 2.97％）

その他の依存財源

２５億６千万円（ 3.23％）

＜自主財源＞

計 ４１５億２千万円（52.43％）

その他の自主財源

３４億円（ 4.30％）

繰越金

３億円（ 0.38％）

使用料及び手数料

１４億１千万円（ 1.78％）

諸収入

２１億１千万円（ 2.66％）

市 税

３４３億円（43.31％）

総 額

792億円
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＜基礎資料＞一般会計予算

（３）歳出～性質別予算～

区 分

令和８(2026)年度 令和７(2025)年度 比 較

当初予算額（千円） 構成比(%) 当初予算額（千円） 構成比(%) 増減額（千円） 伸率(%)

義務的経費 42,106,290 53.16 41,015,966 52.05 1,090,324 2.66

人件費 13,394,313 16.91 12,631,349 16.02 762,964 6.04

扶助費 23,125,332 29.20 22,825,133 28.97 300,199 1.32

公債費 5,586,645 7.05 5,559,484 7.06 27,161 0.49

うち元金償還金 5,162,696 6.52 5,212,455 6.61 △ 49,759 △ 0.95

投資的経費 5,557,152 7.02 6,304,817 8.00 △ 747,665 △ 11.86

補助事業 3,454,396 4.37 2,973,338 3.77 481,058 16.18

単独事業 2,102,756 2.65 3,331,479 4.23 △ 1,228,723 △ 36.88

繰出金 10,636,650 13.43 10,334,419 13.12 302,231 2.92

物件費 14,277,278 18.04 14,377,138 18.25 △ 99,860 △ 0.69

補助費等 5,069,953 6.39 5,222,255 6.62 △ 152,302 △ 2.92

その他の経費 1,552,677 1.96 1,545,405 1.96 7,272 0.47

合 計 79,200,000 100.00 78,800,000 100.00 400,000 0.51
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＜基礎資料＞一般会計予算

（４）性質別予算の内訳

＜その他の経費＞
１５億５千万円（ 1.96％）

＜補助費等＞
５０億７千万円（ 6.39％）

＜物件費＞
１４２億８千万円（18.04％）

＜義務的経費＞

計 ４２１億円（53.16％）

人件費
１３３億９千万円（16.91％）

扶助費
２３１億２千万円（29.20％）

公債費
５５億９千万円（ 7.05％）

＜投資的経費＞

計 ５５億６千万円（ 7.02％）

補助事業
３４億６千万円（ 4.36％）

単独事業
２１億円（ 2.66％）

＜繰出金＞
１０６億４千万円（13.43％）

総 額

792億円
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＜基礎資料＞一般会計予算

（５）歳出～目的別予算～

区 分
令和８(2026)年度 令和７(2025)年度 比 較

当初予算額（千円） 構成比(%) 当初予算額（千円） 構成比(%) 増減額（千円） 伸率(%)

議 会 費 450,723 0.57 440,733 0.56 9,990 2.27

総 務 費 9,529,650 12.03 9,935,666 12.61 △ 406,016 △ 4.09

民 生 費 35,319,304 44.60 35,045,061 44.47 274,243 0.78

衛 生 費 8,004,775 10.11 8,037,520 10.20 △ 32,745 △ 0.41

労 働 費 128,454 0.16 129,204 0.16 △ 750 △ 0.58

農林水産業費 1,157,307 1.46 1,134,081 1.44 23,226 2.05

商 工 費 1,453,475 1.84 1,463,095 1.86 △ 9,620 △ 0.66

土 木 費 6,676,910 8.43 6,020,643 7.64 656,267 10.90

消 防 費 3,067,154 3.87 2,925,547 3.71 141,607 4.84

教 育 費 7,795,603 9.84 8,076,452 10.25 △ 280,849 △ 3.48

公 債 費 5,586,645 7.05 5,559,484 7.06 27,161 0.49

予 備 費 30,000 0.04 32,514 0.04 △ 2,514 △ 7.73

合 計 79,200,000 100.00 78,800,000 100.00 400,000 0.51
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＜基礎資料＞一般会計予算

（６）目的別予算の内訳

＜民生費＞
３５３億２千万円（44.60％）

＜総務費＞
９５億３千万円（12.03％）

＜その他（議会費・労働費・予備費）＞
６億円（ 0.77％）

＜農林水産業費＞
１１億６千万円（ 1.46％）

＜商工費＞
１４億５千万円（ 1.84％）

＜消防費＞
３０億７千万円（ 3.87％）

＜公債費＞
５５億９千万円（ 7.05％）

＜土木費＞
６６億８千万円（ 8.43％）

＜衛生費＞
８０億円（10.11％）

＜教育費＞
７８億円（ 9.84％）

総 額

792億円
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＜基礎資料＞特別会計・企業会計予算

会 計 名
令和８(2026)年度 令和７(2025)年度 比 較

当初予算額（千円） 当初予算額（千円） 増減額（千円） 伸率（%）

特 別 会 計

競輪事業特別会計 33,330,000 30,770,000 2,560,000 8.32

天守閣事業特別会計 210,000 146,000 64,000 43.84

国民健康保険事業特別会計 18,866,000 19,343,000 △ 477,000 △ 2.47

国民健康保険診療施設事業特別会計 29,000 29,000 － －

公設地方卸売市場事業特別会計 202,000 182,000 20,000 10.99

介護保険事業特別会計 18,590,000 18,454,000 136,000 0.74

後期高齢者医療事業特別会計 6,666,000 6,024,000 642,000 10.66

広域消防事業特別会計 5,675,000 4,857,000 818,000 16.84

地下街事業特別会計 513,000 469,000 44,000 9.38

計 84,081,000 80,274,000 3,807,000 4.74

企 業 会 計

水道事業会計 10,210,614 8,878,930 1,331,684 15.00

病院事業会計 29,894,745 37,203,214 △ 7,308,469 △ 19.64

下水道事業会計 11,492,172 12,023,924 △ 531,752 △ 4.42

計 51,597,531 58,106,068 △ 6,508,537 △ 11.20
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＜基礎資料＞財政調整基金残高の推移

※Ｒ７は決算見込額です。

年度
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＜基礎資料＞市債残高（全会計）の推移

※Ｒ７は決算見込額です。
※臨時財政対策債とは、地方交付税の代替財源として発行が認められている地方債です。
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